






































































































































































































































































































朝永振一郎「物理学とは何だろうか」 (岩波新書,  1979) 下巻 p.215
＃ 朝永振一郎氏は、生物が現状の物理学にとって手強いしかし面白い問題を提供すると考えていたようだ。
生物として も面白いのは人間ではないか。我々の主観的体験以上に「身近」なことは無いのではないか。人
間を人間たらしめている 大のものが言語だと思う。
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6.2  チョムスキー氏のことば
以下では、各々が有限の長さを持ち、また、要素の有限の集まりから構成される文の（有限
あるいは無限の）集合として言語を考えていく、全ての自然言語は、書かれたものであろうが
話されたものであろうが、この意味における言語である。なぜなら、個々の自然言語には、有
限の数の音素（あるいは、アルファベットの文字）があり、文の数は無限ではあるが、各々の
文はこれらの音素（あるいは、文字）の有限列として表示されるからである。同様に、数学の
形式化されたシステムが持つ「文」の集合もまた言語と見なすことが出来る。言語Ｌの言語分
析の根本的な目標は、言語Ｌの文である文法的列を、Ｌの文ではない非文法的列から区別し、
文法的列の構造を研究することである。
チョムスキー「統辞構造論」 （岩波文庫） p.12
＃ チョムスキー氏は言語を記号配置の問題としてとりあげるという画期的な視点を持ち込ん
だ。 しかし、物理的世界の配置と記号配置の関係について考えようとはしなかったようだ。
＃英語における疑問文の作り方が面白い。「It ias a pen.」という平叙文を疑問文化するにあ
たって、語順を変えて「Is it a pen?」とする、つまり英語では、チョムスキー流に言えば、語の
配置を変える、という「変換」によって「疑問文」であることを示す。日本語では「これはペンで
ある」という文に「か」という音を付加する。「これはペンであるか」という文の 後の「か」が
疑問文のマークとなっている。
6.3   塚谷裕一氏のことば
「ヒトも植物も同じなんだ」と思ってほしい。ヒトも植物も、偶然の積み重ねの結
果、結果オーライでここまで進化してきた生き物である。
「植物のこころ」（岩波新書） p.208
＃「ヒトも植物も同じ」という立場は、自然科学の徒として当然のものだと思う。「情報」
の問題を「配置」の問題として扱う視点は、この「建前」を実現可能な形で扱えるように
するかなり有効な方法になるのではないだろうか。
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6. 4     アリストテレスのことば
Hegel's Lectures on the History of Philosophy:  Author: Georg Wilhelm Hegel 
Translator: E. S. Haldane Frances H. Simson
に以下のアリストテレスの言葉が収録されている。
“The soul is substance, as being the form of the physical organic body which is 
possessed potentially of life; but its substance is energy (ἐντελέχεια), the energy of a 
body such as has been described”
“Sense‐perception is the receiving of sensible forms without matter, as wax receives 
only the impress of the golden signet ring, not the gold itself, but merely its form.”
“Thinking,” he says (De Anima, III. 4) “is not passive (.παθ..), but receptive of the form,
Aristotle characterizes the nature of the soul more closely (De Anima, II. 1) by referring 
to the three moments of existence: “First there is matter (ὕλη), which is in itself no 
individual thing; secondly, the form and the universal (μορφη` και` εἶδος), which give a 
thing individuality; thirdly, the result produced by both, in which matter is potentiality 
and form is energy (ἐντελέχεια);
＃ 我々はアリストテレスの手の上で遊んでいるような気がする。
